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「康彦� 東京に出てきて金型をやらんか？」池上
金型（埼玉県久喜市）の池上恵造社長（現・会長）を
友人にもつ工務店を営んでいた叔父が、手先が器用な
筆者の父親にささやいた。この一言が筆者と金型の最
初の出会いである。
町工場の密集する大田区蒲田に近い矢口の渡し（東
急目蒲線）で、有限会社都南金型製作所が設立され、
父・康彦は工場長に就任した。1960年、筆者が中学
2年生、14歳のときである。高校生になると見習い

職人たちに、金型の図面を書いてここがキャビティ、
コア、これがスプルーだと金型構造を教える教育係を
担当した。
修行先の河村工業（目黒区中根）では仕上げ班にま
わされ、就職初日に工場に張り出された「助け求む」
の張り紙を見て徹夜を志願し、突出しピンの製作を任
された。その頃のエジェクタピン（EP）は既製品が
なく、ロットにツバを溶接で取り付けたモノが一般的
であった。焼入れするためフイゴで加熱し、赤くなっ

たところで油に浸す。焼きは入るものの見事に EPは
そりかえる。それを丹念に矯正する際、不覚にも睡魔
に襲われ、EPはフイゴの中で無残にも溶けてしまっ
た。殴られこそはしなかったものの、班長殿からは厳
しいお叱りを受けた。
無論、放電加工機なども存在せず、あるのはボール
盤、セーパー、汎用フライス、旋盤だけ。その後、曲
面加工ができる倣いフライスが登場したが、微細な稜
線形状はタガネとキサゲと美的感性。仕上げ士の腕の

見せ場でもあった。
25歳で叔父の会社に戻るも、経
営学を学んだ叔父の息子とそりが合
わず 1973年、27歳で独立を決意。
父親とともに有限会社新興金型製作
所を大田区長原に設立した。命名は
設立にご尽力いただいた京浜工業
（故・中山二郎）昇二親子にお願い
した。売上げは日本経済の伸びと正
比例し、拡大基調が続いた。ニクソ
ンショック、1次オイルショック、
2次オイルショックと不況を経験す
るも、何もしないでじっと我慢をす
ることが金型工場の最良唯一の不況
対策であった。
通常、金型メーカーは成形メーカ
ーからの金型受注が常であったが、
セットメーカーとの直取引に燃えて
いた当社はオリンパス、カシオ計算
機、日本ビクターと取引を拡大した。
しかし、第 2次オイルショックか
らの回復の兆しが見え始めた頃、G
5（先進 5カ国）によるニューヨー

クプラザホテルでのプラザ合意（1985年）は、金型
業界における事業形態の見直しを迫るべき大きな衝撃
だった。従来から主力取引のあったセットメーカーの
多くが海外生産を始めるべく準備に入ったからだ。
幸いにもプラザ合意前までに 2，500型を超える金
型にかかわってきた。一品一様で製作する多くの金型
は、加工する製品は無論のこと、金型構造も一般的な
新規開発、すなわち発明品でもある。これまでさまざ
まなアイデアを金型に組み込み喜んでいただいた多く
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の実績もある。
多くの金型製造をベースに、
以前より推進していた中小金型
の規格化をさらに加速させた。2
年間の開発期間を要したが、1987
年に開発番号（01）のユニット
金型「コマンドシステム」が完
成した。自社製品第 1号の誕生
である。本体の熱処理は不二越
冶金（川崎市）の山本誠次社長
にお願いした。「完成度が高いね、
これは売れるよ」とお声をいた
だいた翌日、商社の岸本産業（現・
キスコ）が「うちに売らせてよ」、
さらに「うちでつくらせてよ」と
モールドベースメーカー、「うち
で使わせてよ」と、カシオ計算
機の井上室長（当時の金型管理
室長）。その後、アルプス電気、
帝国通信工業、日本ビクター、
パイオニアなど多くのセットメ
ーカーが採用に踏み切った。
晴れて、株式会社新興セルビ
ック（新興金型製作所の開発子
会社）の誕生である。新会社の
参加メンバーは吉田弁理士、渡
辺弁護士、小生の 3名だった。
表 1に示した開発製品も金型
周辺開発から成形機周辺、成形
機と進み、製造方法へとさらに
進化した。特に小型成形機の開
発には 17年間も要した。それで
も完成度は 80％と道半ば、改
良・改善に終わりはない。気が
つけば金型にかかわって 50年。
長かったのか短かったのかはよ
くわからない。開発製品が一般
に評価されるのは、そろそろ知
的財産権の消滅する 10数年後、
それはそれとして仕方ない。し
かし、実に楽しい。

表 1 当社の開発製品と技術情報


